
質 問 に 関 す る 回 答 書 

 

令和７年７月８日 

 

公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構  

福島ロボットテストフィールド  所長 

 

業務名 
「ふくしまから実現するドローン社会実装推進事業支援業務」  

における広報・成果発表会企画運営業務 公募型プロポーザル  

Q:ご質問内容  

A:回答内容  

 

【Q1】   

（オンライン配信について）  

オンライン配信用の ZOOM や YouTube アカウントはそちらでご用意いただけるので

しょうか。  

【A1】   

弊機構ではご用意できませんので、受託者側でご用意ください。それに係る費用は、本

事業の事業費をご活用いただいて結構でございます。  

【Q2】  

成果発表会について開催場所の指定ございますか。  

【A2】  

仕様書に記載のとおり、福島県内であれば場所は問いません。  

【Q3】  

（広報業務について）  

（1）「1 項に委託業務 1 件の内容の掲載」とありますが、昨年と記載した同様の内容

は必須でしょうか。  

【A3】  

昨年のパンフレットと同様であることは必須ではありません。  

【Q4】  

（広報業務について）  

（2）「広報に係る業務について追加できるものがあれば」とありますが、より効果的な

広報のため、ここでいう広報の目的について教えていただけますでしょうか。  

(例  パンフレットを多くの方へ見せたい、発表会  集客を増やしたい、動画の再生回数

を増やしたい  など ) 

【A4】  

広報の目的は、本事業の成果を県内外に広く横展開することで、ドローンの社会実装を

推進することにございます。  



【Q5】  

（動画企画制作業務について）  

動画の納品時期は、いつ頃を想定しておりますでしょうか。  

また、昨年は発表会で公開されましたでしょうか。  

【A5】  

動画は成果発表会において放映することを想定しています。成果発表会の開催時期は 2

月下旬頃を想定しておりますが、詳細な時期は弊機構と受託者による協議の上で決定さ

せていただきます。動画は、昨年の成果発表会でも公開されております。  

【Q6】  

（成果発表会企画運営業務について）  

(1)イ  「会場は福島県内」とありますが、中通り・浜通り・会津で指定はございますか。 

【A6】  

Q2 の回答をご参照ください。  

【Q7】  

（成果発表会企画運営業務について）  

(1)ウ  「県内外の事業者」について、昨年のリストなどはございますか。  

【A7】  

弊機構では昨年の対象事業者については把握しておりません。  

【Q8】  

（成果発表会企画運営業務について）  

オンライン配信について、昨年の動員数を教えていただけますでしょうか。  

【A8】  

弊機構では昨年の動員数については把握しておりません。  

【Q9】  

（成果発表会企画運営業務について）  

(2)エ  「当日配布資料」はどのようなものがございますか。  

【A9】  

受託者のご提案をもとに、弊機構と協議の上で決定させていただきます。  

【Q10】  

（成果発表会企画運営業務について）  

(3)募集期間の想定はございますか。  

【A10】  

受託者のご提案をもとに、弊機構と協議の上で決定させていただきます。  

【Q11】  

（成果発表会企画運営業務について）  

発表会の司会を立てる必要はありますか。  

【A11】  

弊機構側で司会は用意いたしませんので、必要であれば受託者側でご用意ください。ご

用意いただく司会者について、プロ、アマチュアは問いません。  

 


